
令和２年８～９月の三陸海域におけるスルメイカの見通し 

１ 来遊量  ： 前年並 

２ 漁期・漁場： 対象期間を通じて漁場となる 

３ 魚体   ： 前年並 

御意見等は、漁業資源部（担当: 相生）までお寄せください。 

なお、本予報の詳細については、国立研究開発法人水産研究・教育機構ホームページ 

（URL:http://www.fra.affrc.go.jp/pressrelease/pr2020/20200729_t/index.html）を御参照願い
ます。 
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 ７月29日に国立研究開発法人 水産研究・教育機構から「2020年度 第１回 太平

洋スルメイカ長期漁況予報」が発表されましたので、内容を紹介します。 

図２ スルメイカの月別海域別の漁獲量（生鮮） 
近年５年平均は平成26年～平成30年の平均 
（いか釣り・定置網・底びき網・まき網） 

２ 主要データ（抜粋） 

１ 予報の説明 
 

（１）予報の概要（図１、２） 

 ６月上旬～７月上旬に実施したスルメイカ漁場一斉調査（図１）及び６月までの

漁況経過（図２）を主要な情報として、８～９月におけるスルメイカの来遊量を予

測しました。その結果、常磐～三陸海域では前年並と予測されました。 

 この海域の漁獲対象資源は、太平洋沿岸域を北上する群れを主体に、津軽海峡を

通って来遊する日本海由来の群れが一部含まれると考えられます。 

 三陸周辺海域（41ﾟN 以南、143ﾟE以西）におけるいか釣り調査でのCPUE（いか釣り

機１台１時間当たり漁獲尾数）は前年を下回りましたが、多くの地域で６月までの漁

法別の水揚げ量やCPUEは、前年並もしくは前年を上回っていました。したがって、太

平洋沿岸域を北上する群れの来遊量は前年並と予測されます。また、本年の移行域幼

稚魚調査（５月上旬～６月上旬）では、前年の外套背長４cmより小さい個体（外套背

長１cm前後）が多く採集されたため、沿岸域への来遊は、主に昨年の８月より遅い９

月以降になると考えられます。上記の調査結果、これまでの漁況の経過及び後続群の

来遊想定時期から、常磐～三陸海域の来遊量は前年並と予測されます。 

 魚体サイズは、太平洋および日本海でのいか釣り調査において前年並だったことか

ら、前年並の個体が主体になると考えられます。 

（２）常磐～三陸海域における見通し 

図１ 令和元年及び令和２年の６月上旬～７月上旬の太平洋におけるスルメイカ漁場一  
  斉調査によるスルメイカのCPUE（釣機１台１時間当たり漁獲尾数）の分布 

 は0.1～1.5尾/台/時間、 は0.1尾/台/時間以下の有漁点、 は漁獲なしを示す。
破線で囲まれた海域は（A）三陸周辺海域、（B）津軽海峡～道南太平洋海域、
（C）沖合域を示す。 
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